
事 業 名 

事業費 1,000千円（補助金500千円）

事業目的

○　ブルーベリーの試食品提供等

○　町営ブルーベリー農園の鳥害対策

○　地産地消推進米「里ごころ」のＰＲ

事業効果 〇　漁業中心の小泊地域へ、同じ町のお米を提供することは、地産地消を進める上で重要なポイントとなってい
たため、今回の事業によってさらなる地産地消推進がなされたと思う。

〇町営ブルーベリー農園に防鳥網設置

　　　〇ブルーベリーの試食品

　　　　　〇児童がブルーベリーを食べいてる様子

　〇小泊地区の学校給食にお米を使用

事業の
様子

青森県市町村発・元気な青森づくり支援事業費補助金事業

　当町は、合併して間もなく、飛び地合併という特殊事情を抱えているほか、これまで中里地域は米に代表され
る農業、小泊地域はイカに代表される漁業というように業種の違いもあって、両地域の町民がそれぞれの地域の
特産品を十分に認識しているとは言えない状況にあった。
そこで、合併を契機に、町民に地元特産品の良さを改めて認識してもらい、地元の消費拡大を進めることで、生
産者の生産意欲と所得の向上に努め、町基幹産業の振興を図るものである。

地産地消推進事業（H１９）

〇　地元での消費が必ずしも高いとはいえなかったブルーベリーだが、子どもたちを取り込むことで地元産品の
消費拡大につながることが期待される。

事業内容

　地産地消を進めるために以下の内容で事業をおこなっております。

　子供たちに地元の特産物に接してもらうため、町内の全小・中学校を対象にブルーベリーの試食品を
　提供し、実際に味わってもらうことで、地元の農産・特産物へ興味を深めてもうら取組みをおこなった。

　町の大きなイベントである「なかどまりまつり」と「町民祭」で中泊産「里ごころ」のおにぎりを提供。
　また、漁業中心の小泊地域への浸透を図るべく、学校給食への提供、小売店での取扱協議等を行った。

　農園においては、全収穫期間において安定した収穫量を確保する必要があるが、ムクドリ(サクラドリ)
　等の食害があるため、防鳥網の設置により収穫量の安定確保。


